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1922年のD．H．ロレンス
　主人公の「成長」をめぐって
倉田雅美
　　・生を文学作品の執筆に捧げた作家にとって、その生涯における最重要な
時期もしくは年といったものは存在するのだろうか，それは、作家の芸術家
としての成熟過程がどのようなものであったかによるところが大であろう，
つまり、作家活動の初期もしくは中期において成熟期を迎えたのか、それと
も晩年期においてその完熟した作品を生み出した作家なのかということであ
る：tだが、D．H．ロレンス（1885－1930）のような作家、つまりその生
涯までもがまさに文学作品そのものであるかのような作家の場合には、刻一一
刻と刻まれる人生の一．’こま一こまが小説の大団円へと向かうような重要な時
期であったと言えるだろう、イングランド中部の炭鉱村で貧しい坑夫の子供
として生まれ、その繊細な感性ゆえに人一倍の多感に苦しみ、頭脳明噺ゆえ
に知性を越えた体感能力を身につけ、人妻との駆け落ち、女性に対して抱い
た共感と憎悪、19世紀から20世紀へと変わる時代のイングランド社会に対
する希望と絶望、夢として抱いた理想郷、絶えず肉体を蝕んでいった病との
戦い、そして、自ら放棄した故国イングランドではなく異国フランスでの
死一こうしたロレンスの歩んだ人生そのものが彼自らが描いた小説であっ
たと言えるであろう，時期を追ってロレンスの小説を読むということは、彼
の人生の展開もしくは歴史を辿ることでもある、ロレンスの歩んだ人生はそ
の都度、彼の作品に強く反映されていて、ロレンスの作家としての成長は作
品中の主人公の成長ともなっているのである，また、ロレンスのような作家
の場合、特に小説はある特定の一部だけに注目して読むべきではなく、より
「全体的」なものとして、より「包括的」に読まれなければならない．．つま
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り、作品の・断面だけを切りとって観賞したり批評したりするものではなく、
作品全体の流れのなかで登場人物（あるいは主人公）の変容や成長に注目し、
そこから汲み取れるテーマを新たな思想として認識したほうが良さそうであ
る．そこで問われるのは読者の認識力であり、理解力である，こうした力量
が読者に備わっている場合、読者は作品の本質と呼応し、同調することがで
きるのだろう　つまり、読者は作品の主人公とともに成長し、変容すること
ができるのである．
　1922年、ロレンスは37才であり、その8年後に他界し、作家活動を終え
ることになる．とりわけ短編小説が「起承転結」の作法に従って展開する
のが常套ならば（実際、ロレンスの多くの小説はこの例にもれないのだが）、
f列えば1922年は彼の生涯に置ける「転」とも言えるものだろう。1919年に
始まるイタリア旅行は、暗螢としたイングランドを離れたロレンスに陽光
の眩しさを実感させ、とりわけ南欧特有の色感は彼に衝撃を与えた．「海と
サルデーニャ1（Sea‘and　Sar（’linia，192　Dは彼の受けた衝撃がつづる紀行であ
り、これは晩年期の『工トルリア紀行』（SA’etc’hes（tf’Etrt，ts（・aii　P～aces，1932）
へと引き継がれる．1920年には『ロス1・ガール』（Tlie　Lρst　Gii‘L　1920）、「ミ
スターヌーン』（Mn　Noθn，1984）の執筆が完了し、夏には『アーロンの杖』
（Aακ）n　’s　Rθd，　19　22）も着々と書き進められていた．1921年、『×尉の人形』
（Tke　Captain　’s　Dθtl，1923）が書き終えられ、『狐』（The　Fo．y，1922）、『てんと
う虫』（T／）e　Lad．1、bii’d，1923）、そして『イングランドよ、僕のイングランドよ』
（En，g，land，　Mv　England，　1922）の最終稿が完成した1922年、ロレンスはフリー
ダとセイロン、オーストラリアへと旅立ち、『カンガルー』（Ka〃iganoo，1923）
が書かれる＝9月にはアメリカへ向かい、1923年、メキシコ滞在中に『ケツァ
ルコアトル』（（～uet：al〈・θatl）（The　P／〃〃le∂5εη）8厄1926）の第1草稿が書かれ
る＝これらの作品群に一貫して見られる特質は、その登場人物（あるいは主
人公）たちの「成長」（敢えて「魂の成長」と言ってもいいだろう）である．
作者の意図するテーマの中で、彼らの内面が、存在の中核が、つまり内奥の
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魂がいかに変容し、成長するかというものである　こうした作品群をある種
のビルドゥングス・ロマンと解釈することも可能だが、その実態はドイツ文
学におけるそれではなく、むしろ逆のものである　登場人物は様々な経験を
経た後に知的もしくは形而上的な成長を遂げて「×人」になるのではなく、
人間固有の原初的、意識ドの知恵を開花させて成長を遂げるというものであ
る　これこそロレンス文学においては、本来あるべき人間としての成長、「魂
の成長」とも言うべきものである　本稿では、1922年には執筆がすべて完
了していた『ロストガール』、1アーロンの杖』、『狐』、『×尉の人形』、1てん
とう虫』、『イングランドよ、僕のイングランドよ』の6作品における主人公
たちの変容を辿ることで、彼らの「魂の成長」の軌跡を見てみたい
　／ロストガール』の執筆が完了した1920年当時、ロレンスの経済状況はか
なり悪く、収入を得るための作品づくりが急務であったようだ．本作品がそ
うした状況下で書かれたものかどうかは別として、確かにこの時期の作品と
して高い評価を得ているものは長編小説よりも短編小説（「狐』など）や随
筆（1精神分析と無意識』（P．ss（・ノ1θ〈7η‘め廊‘〃id　the　Unc〔〃ISC－iOUS，1921）など）、
また詩（『鳥と獣と花』（Birds，　Beasts　ctn〔i　FlovveiAs、1923）に収められた多くの
作品）なのは事実である．しかし、たとえ『ロストガール』が金稼ぎのた
めに書かれた作品であったとしても、その文学的価値が下がるものとは考え
にくい　とくに本稿のテーマである主人公たちの「成長」といった視点から
すると、本作品は重要な意昧をもっている　作品の舞台であるイングランド
中部地方の炭鉱町ウッドハウス（Woodhouse）で裕福な商家の娘として主人
公アルヴァイナ・パフトン（Alvina　Houghton）は生まれる．旧態依然とした
慣習や教育が残るウッドハウスの影響を脱することができたのは彼女に反逆
精神があったからである　この精神のおかげでアルヴァイナは「オールドミ
スたちの仲間に入ることを㍗避けることができた・25才になるまで教育を
受けた家庭教師ミス・フロスト（Miss　Frog．　t）の影響を断固として受け入れる
ことを拒否できたのもアルヴァイナに反逆精神があったからである，成人し
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た彼女は二つの側面をもった女性となる　優雅さ、気品、慎ましさといった
1「
?ｿ」と、奔放さ、反発、嘲りといった「悪徳」である、こうした二つの
「徳」がアルヴァイナのなかでどのように拮抗し、重なり合っていくのかが
本作品の重要な要素である．それは彼女の女性としての自立の過程であり、
「成長」とも二えるものである　オーストラリア人の医師アレキサンダー・
グレアム（AlexandCr　Graham）との衝動的な婚約、そして解消、助産婦にな
る決意、南アフリカ出身のアルバー1・　・ウィザム（Albert　Witham）との恋愛
関係　このような人生経験（特に男性経験）を通してアルヴァイナの二つの
「徳」は互いに融合し、反発し、そして融合するといった過程を辿るのであ
る　それと並行して彼女の「成長」過程が鮮明に浮き彫りにされるのである
アルヴァイナの運命を決定づけることになったものは、ナッチャ・キー・タ
ワラ座（Natcha－Kee－Tawara）でピアノの伴奏を始めたことである一ナッチャ・
キー・タワラ座は彼女の父親ジェイムズ・パフトン（James　Houghton）が映画
とショーを興行するパフ1・ン娯楽館（Houghton’s　Pleasure　Place）を開館し、
そこへ招聰した一座である　ウッドハウスの町で裕福な繊維商の子として生
まれ育ったジェイムズ・パフトンは家業を継いだ後、煉瓦工場を経営したり、
採炭業を営んだり、また、アイススケート場を開業したりするが、ことごと
く失敗に終り、最後にパフトン娯楽館を開館したのである、こうした起業家
としてのジェイムズ・パフトンが物語の前半で主に語られているが、これは
同時に、当時のイングランド社会が近代産業主義の世界へと変わりつつある
描写ともなっている　タワラ座の座員チッチョ（Cicco）にアルヴァイナは引
かれ、彼との関係を深めていく　チッチョは浅黒く官能的なイタリア人で、
アルヴァイナの奔放・反発・1嘲りといった「徳」の一面にうったえるのに最
適な男であった．チッチョとの出会い、恋愛・肉体関係を通して彼女は「悪徳」
の是認を受け、表層的な「美徳」の女であることを放棄していく、チッチョ
によって彼女の表層意識は砕かれ、その魂は暗黒の意識を帯びていくのであ
る　」時期、彼女はタワラ座を離れ、ランカスターの裕福なミッチェル医師
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（Dr．　Mitchel）と婚約するが、彼を愛していないことを自覚した彼女は婚約を
破棄し、チッチョの元へ戻る　もし彼女がミッチェル医師と結婚していたな
ら、医師の妻としての社会的地位を獲得したことだろう，だが、自らの肉体
の叫びに従い、チッチョを求めることになるのである　チッチョと結婚した
彼女はイタリアのヘスコカラシオ（Pescocalascio）という山村へ行く．そこ
で二人は幸せに暮らす、というエンディングにはならず、イタリアの×戦へ
の参戦とともにチッチョは出征することになる．物語は妊娠したアルヴァィ
ナが見知らぬ町カリファーノで出産するところで終る「2‘こうした彼女の姿は
ギリシャ神話のヘルセポネーを彷彿とさせるものである．チッチョという冥
界の王の花嫁のイメージである．「彼の腕のなかで彼女はうめいた．そして
自分が死んだのを感じた」という描写から伝わるものは、アルヴァイナの「魂
の成長」の叫びであり、また、当時のイングランド人が賛美していた美徳に
背を向け、自らの肉体の声に応じる生き方を選んだアルヴァイナの成長した
姿であると言えるだろう、
　『アーロンの杖』の完成までにロレンスは4年余の年月を費やしている・
最後の改稿は1922年1Jlに行われたとされていて、出版は同年4月である
ロレンスが本作品の完成にこれだけの年月を費やした背景には、作家として
の本作品に対する×変な入れ込みとこだわりがあったわけだが、その多くが
主人公のアーロン・シッソン（Aaron　Sil　son）に向けられたものである．そし
て、執筆にかかった4年余は作品巾のアーロンの成長過程そのものでもある，
イングランド中部地方の炭鉱で計量係として働くアーロンは、ピッコロとフ
ルートの演奏が得意な音楽家である　そんな彼はあるH、突然、「多少、自
由な空間が欲しく、自由になりたかった」という理由で妻ロティ（Lottie）と
3人の子供を残して家を出る．妻はそんな夫に腹をたてるが、それでも夫の
家出を許したのは彼に母親譲りの遺産があったからである＝そんなアーロン
は後に、「多少、自由な空間が欲しく、自由になりたかった」ことの本当の
理由が男性としての「完壁な孤立」を求めてのものであることを知る＝こう
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したアーロンは「完壁な孤立」を知る「新たな男性」としての再生の道を歩
み始めることになる　ロンドンに出たアーロンは、あるオーケストラに職を
得、ポヘミア人の芸術家や知識人たちと知り合いになるとりわけジョセフィ
ン・フォード（Josephine　Ford）とロードン・リリー（Rawdon　Lily）の存在は
彼の再生にとって非常に重要となる・ジョセフィン・フォードは25才の芸
術家で、社会主義的な革命に憧れているが、最大の関心事は空虚な白分の心
である．t　2人の関係は親密なものとなるが、その結果はアーロンに彼女に対
する罪悪感と自己嫌悪が生まれただけであったという　ジョセフィン・フォー
ドとの関係が「完壁な孤立」を獲得する妨げになると考えたのである．こう
したことで絶望し、病気になったアーロンはロードン・リリーに介抱される
ことになる＝リリーは物静かで内気な内面をもつ一方、自己主張の強い知性
豊かな作家である　変人、横柄で不愉快な男、だが白信に満ちたリリーは、
アーロンにとって「完壁な孤立」を知る充足した男に見える＝2人は互いに
親近感を抱き、「神秘的に理解」するようになる　だが、リリーが「愛の衝
動」に代わる「力の衝動」（urge　ofpower）を説く時、アーロンはリリーに対
する疑念を抱き始める．「男女の愛においては………男性が愛する者で、女
性が愛される者ということになっている　しかし、力の衝動においては逆に
なる・女性が服従しなければならないのだ　・…・…・奴隷のような服従ではな
い　深く、測りがたいほどの自由な服従である　（Adcep．　unfathomable　free
submi∬iOILが、こうしたリリーの思想の背後には男性優位の一セ張が隠されて
いて、その優位性が自分にも向けられてる（つまり、リリーはアーロンを支
配したいと考えている）と察知したアーロンはリリーと口論になり、2人の
関係は疎遠になる。その後、イタリアへ向かったアーロンはデル’トーレ侯
爵夫人（Marchese　del　Torre）との情熱的な愛に身を任し、侯爵夫人の神秘的
で官能的な力を知った彼は、自分の中に「純粋な欲望」が覚醒したことを自
覚し、この覚醒により彼の魂の解放が可能であることを知る　第20章（The
Broken　Rod）の最後でアーロンの杖が破損される場面は、彼の魂の再生を象
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徴的に描いている、侯爵k人と最後の肉体関係をもったあと、アーロンのいる
カフェで無政府主義者による爆破が起こり、彼のフルートは踏みつけられ、破
損する　リリーに促されて壊れたフルートをアルノ河に投げ込むのだが、「アー
ロンの杖が流れていく」と言う彼に向かってリリーは、「また生えてくるよ
葦笛で、葦は水性植物だからね　消滅することなどないよ．」と答える14L葦
に永遠の生命があるように、アーロンの魂も死と再生を繰り返すことで永遠
の生命を得るとリリーは言いたかったのである最終章でリリーはユリdi｜y）
の花が美しく咲く一ヒ地イタリアのフィレンツェへ行く　アーロンも彼に導か
れるようにフィレンツェへ旅立つことになる　「ユリは生命に根をおろして
いて、生命の中心にある＝ユリは悩んだりすることなどない　生命そのもの
であり、小さく繊細で創造的な泉である．………なにが起ころうと完全に自
分自身でいられるのだ小5‘リリーがアーロンに伝えたかったことは、人間は
ユリの花のように×地に根を張って生きなければならないこと、また、魂の
死と再生を繰り返すことが永遠の生命を生きることである、といったことで
ある　アーロンがこうしたリリーの思想を理解したことは事実であり、これ
を理解した彼が人間として真実を見極めることのできる力を得るべく覚醒し
たところで物語は終っている
　『狐』、『大尉の人形』、『てんとう虫』はいわゆるnovellaもしくはnovelette
と呼ばれる小説の範疇に属し、これらの3作品はともに語られる場合が多々
ある／t1923年3月にロンドンのセッカー社（Seckcr）から「てんとう虫：狐：
×尉の人形』（　Tlie　Lctdybi’τd’　The　Fo．r：　The　Caρtaiii　’s　Dθll）が出版されたのをか
わきりに、同年4月にはニューヨークのセルツァー（Seltzer）から『大尉の
人形：3×短編小説』IThe　Caρtain　’s　Doll：　Thi“ee　IVθT’eiettes）が、また、1992
年には『狐、大尉の人形、てんとう虫』（The　Fox，　The（；aノ）t（li／i　ls　Do〃、　The
乙α〔へ／）〃めがケンブリッジ版として出ている　本稿ではケンブリッジ版によ
る川貞序に従い、1狐』から取り上げたい．2人の女主人公ジル・バンフa一ド（Jill
Banford）とエレン・マーチ（Ellen　March）はバンフォードの父親が提供した
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資金をもとにベイリー農場（Bai［ey　Farm）の経営にあたっている．2人の年
齢はともに30？一ほどであるが、神経質でひ弱なバンフォードに対してマー
チは逞しく、主に肉体労働を担当していて、「農場での男性」を自認している‘
つまり、バンフォードはマーチと共同生活をするうえで無意識のうちに彼女
を男性とみなし、男性の代役をさせているのである．だが、農場の鶏を襲う
狐を駆逐できないといったことはマーチが当然、男性ではないことの証しで
あり、かといって雌牛の出産という現実に向き合うことができないでその雌
牛を売り飛ばしてしまうことは2人が女性でもない、言わば中性的な存在で
あることを示しているt／そんなマーチが狐との接触及び物語の途中で登場す
るヘンリー・グレンフェル（Henry　Grenfel）によって女性性を獲得していく
ことが本作品の中心テーマとなっている．先ずマーチと狐との接触であるが、
彼女は8月のある夕暮れ時に松林の中に立ち、銃を小脇に抱えて狐の見張り
をしている、．「彼女は何を考えていたのか。分からない　彼女の意識は言わ
ば抑制されていたのだtt………視線を落とすと、突然、狐が見えた　狐は彼
女を見上げていた」彼女は顎をぐっと引き、狐は彼女を見1二げていた、狐の
目と彼女の目が合った、狐は彼女を知った．（　LAnd　he　knew　her．’）彼女は呪術
にかかった一狐が彼女を知ったのがマーチには分かった，狐は彼女の目を覗
き込み、彼女の魂は萎えていった　狐は彼女を知り、怯むことはなかった、」（6，
こうした狐とマーチの出会いは、その後の彼女の深層心理に大きな影響を与
えることになる、「抑制されていた」（held　back）マーチの意識はいわゆる「薄
暮」のような状態にあり、それは強烈な外的作用が及んだ場合、影響を受け
ざるを得ない中立の状態である．バンフォードとの共同生活で女性でも男性
でもない中性的な存在を強いられていた彼女は、昼でも夜でもなく、明でも
暗でもない「薄暮」のような意識下に生きていたと言えよう、そんな彼女の
意識は狐との出会いによって深く、暗い肉感的な領域へと踏み込むことにな
る，狐に本性を「知られて」Cknew’）しまった彼女は、次は人問の男性とし
てのヘンリー・グレンフェルによって更に「知られ」、彼の呪術にかかるこ
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とになる．これはマーチが中性的な存在から女性へと変容するターニングポ
イントであり、ここに本作品のメインテーマがあると言える、物語の最後で
起こるバンフォードの死亡事故（もしくはヘンリーによる殺害）やヘンリー
との新たな男女関係への模索を通して、マーチの女性としての自立、つまり
「成長」は続くのである．本作品には二種類の版があり、初版は1920年10
月8日の『ハッチンソンズ・ストーリー・マガジン』誌（Hi．ttchinson　’s　Stor）’
M‘’g‘∫こfη6）3号に掲載されたものと、第2版は1922年5月から8月にかけて
『ダイアル』誌↓Dial）に掲載されたものであり、それぞれの結末は異なった
ものとなっている．だが、どちらの結末にしても、物語の最初で生命の枯渇
した中性的な女性として現れるマーチがエンディングでは自立への道を歩み
始めた成長した女性として描かれているところは共通している。
　『大尉の人形』は、占領下のドイツに駐留しているスコットランド人軍人
のアレクサンダー・ヘップバーン大尉（Captain　Alexander　Hepburn）と亡命
貴族であるハネレ（Hannele）（ヨハナ・ツ・ラセントロウ伯爵夫人）（Countess
Johanna　zu　Rassentlow）との恋愛物語である、と言うのが一般な作品評であ
る，しかし、本作品では2人の恋愛関係における男性・女性としての成長
一つまり男女間の愛をどのようにとらえ、理解し、たとえそれが理想主義
的と言われようと、どのような自己実現を果たしていくのか一が複雑な過
程を通して描かれている一その焦点が時にはハネレに、また時にはヘップバー
ン大尉に、更には両者に当てられていたりするため、本作品の理解は複雑で
困難な作業が伴う［tしかし、だからこそ「指導者対服従者の関係」（leader－
foliower　relationship｝のありかたを模索していた当時のロレンスの様子を知
る手掛かりとなる作品ともなっている＝ハネレは人形や民芸品を制作販売し
て生計を立てているのだが、彼女が決して売ろうとしない唯．一のものは恋愛
関係にあるヘップバーン大尉をモデルにして作った人形（「大尉の人形」）で
ある。そんな彼女に向かって大尉は「女が男を愛すると、男を人形にしてし
まう………きみは僕を手に入れたね」「7｝と皮肉を込めて言うcこの言葉には、
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ハネレが心描く愛の実体を見抜いたヘッフバーン大尉の、彼女の傲慢と自
惚れに対する痛烈な批判が込められている　それと同時に、愛に関する女性
特有の独善と支配欲に対するヘッフバーン大尉の危機感と警戒心が見えてく
る，こうした2人のやりとりのなかで、ハネレは大尉との関係を深く洞察す
るようになり、また×尉はハネレに自らが理想とする男女関係の形態を語り
続ける　こうした2人の関係が成立する前提には、本質的に2人が男女とし
て結びついているという事実がある，ハネレは『狐』のマーチ同様、ヘッブ
バーン大尉の11兄術にかかった女性である一彼の動物のような視線、微笑み、声、
姿勢、脚の動き、尻の形といった肉体的魅力が彼女の意識下に浸透し、彼女
の魂を捕捉していく　彼の得体の知れない官能的な魅力がハネレを呪縛して
いく．そして、この呪縛こそが彼女の女性としての成長を促し、彼女を再生
させる根源となっている　一方、大尉にしても、ハネレに形而下的な呪術を
かけ、呪縛することにより、自らが理想とする男女関係に向かい、白己実現
を果たしたいと考えている　ところで、物語の前半では、こうした2人のや
りとり、駆け引き、もしくは闘いが前面に出ているのだが、後半はハネレに
とって理想的な指導者としてのヘップバーン大尉を中心に展開することにな
る　　・度、イギリスに帰国し、除隊許可を得たヘッフバーンは、ハネレを探
してミュンヘンへ行く　町のある店で彼は自分の人形が売りに出されている
のを目撃する．さらに、彼の人形が、2本のヒマワリとトーストの⊥の落と
し卵が描かれた静物画の一部として使われ、売られているのを知り、ヘップ
バーンのハネレに対する怒りと屈辱感は強まる　彼はその絵を買取り、オー
ストリアのカブ：ランへ向かう．そこにハネレが住んでいるとの情報を得た
のである，そこで、ハネレのヘップバーンに向けられた次の言葉で、2人の
愛に関する瞑想が展開する、「あなたはいままで女性を愛したことがあるの
一たとえ義務感からでも？」「先ず、母親をね・だが、それは間違いだった
次に、妹を．それも間違いだった　それから、ずっと知り合っていた女性を
これも間違いだった，それから妻。これは最も恐ろしい間違いだった　そし
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て、きみを愛するという間違いをし始めていた　………尊敬と服従（ho「〕our
and　obediencc）、そして適WJな肉体的感情（propcr　physical　feehngs）、これが
私にとっての結婚だ　・…・・…女が男を愛すると、男を人形にしてしまう一男
の人形を作りあげるまで決して満足しない　人形をTに入れると、それで満
足する　女にとっての愛とはこうしたものなのだ　だから、私は愛されたく
もないし、愛したくもない　………尊敬され、従われたい　そうでなければ、
何もいらないtt」C”‘こうしたヘッフバーンの先鋭化した愛の倫理をハネレは
嘲笑し、一・蹴するかのようである　しかし、彼女は魂の暗く深い部分で彼に
共感しているのである一また、彼もこうした．一方的な論理に対する自己疑念
を拭いされないでいる　2人のこうした苦悩は「指導者対服従者の関係」に
対して抱くロレンス自身の苦悩でもあると言えるだろう．ロレンス自身にハ
ネレとヘッフバーンが混在し、愛についての瞑想を膨らませているのである。
アフリカへ行くというヘッフバーンにハネレは同行することを承諾する一最
終的にヘップバーンが主張する愛の倫理にハネレが同調するか否かは、ロレ
ンスのその後の作品から読み取る以外に術はない．
　『狐』と『×尉の人形』で解決できなかった男女関係の極みに『てんとう虫』
の主人公たちが達することができたかどうかは、批評家としての読者の解釈
次第であろう．本稿では、あくまで主人公の「成長」という視点から論を進
めるしかない．『狐』の初稿が完成したのは1918年末であり、「大尉の人形』
は1921年11月初旬には執筆が終わっている　『てんとう虫』の最終的な改
稿は1923年2月に行われていることから、この1年余の間にロレンスの創
りだす作中人物に「成長」の跡が見られると期待する読者もいることだろう一
女主人公レディ・ダフネ・アフスリー（Lday　Daphne　Apsley）の母親ビバァリッ
ジ夫人（Lady　Beveridge）は大戦で2人の息子と兄弟を失った「悲しみの聖母」
（Matcr　Do］orosa）として登場し、慈善事業に熱意を燃やす女性として描かれ
る　そんな彼女の社交界での影響力は弱まり、それが当時のイギリスの自由
博愛主義精神の衰退を象徴しているかどうかは別として、夫人は娘ダフネと
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ヨハン・ディオニス・フサネク伯爵（Count　Johann　Dionys　Psanek）を再会さ
せるという×役を果たすことになる　ある日、病院を慈善訪問した夫人は、
以前からの知り合いで、戦場で重傷を負ったボヘミア人のディオニス伯爵に
遭遇する　幼い頃、ディオニスから伯爵家の家紋である1てんとう虫」が象
嵌された指ぬきをもらったことのあるダフネは、母親と伯爵に会いに行く
トルコで捕「肩になっているらしい夫バジル・アフスリー少佐（MajOi’　Basil
Apslcy）や死産した子供、また戦死した兄弟たちのことで悲嘆に暮れるダフ
ネにとってディオニス伯爵は、異教的な魅力を秘めた男性として映る　確か
にロレンスはディオニス伯爵にギリシャ神話のディオニーソス的要素を加昧
することでダフネの深層心理に訴える効果を狙っている　「私はついに私の
神を見つけた＝………そう、破壊の悪魔ではなく、破壊の神をです．………
世界を、人間の世界を打ち倒すのです　木、例えば、これらの栗の木ではな
い　………打て、打て、人間の世界を破壊せよ㍗トと顔に奇妙な笑みを浮か
べて話すディオニス伯爵に対して、ダフネは共感と憎悪、情愛と嫌悪を覚え
る．ディオニス伯爵と別れたダフネは、こんな不愉快な男とは二度と会うま
いと決意する　やがて終戦となり、トルコで捕虜となっていた夫バジルが帰
国する　だが、夫に会った途端、正確には傷を負った夫の顔を見た瞬間、ダ
フネは死相を呈した彼の内面的自我を見抜く　夫は死そのもののような姿で
ダフネの前に立っているのであった一彼女に対して愛を噛く夫は、まるでギ
リシャ神話のアポロンのような存在として映る彼女の足もとにひざまずき、
愛を誓った夫が立ちヒがる時、ダフネは左手だけを彼に差し出し、右手には
ディオニス伯爵がくれた指ぬきを握りしめたままだった　ダフネの内面で葛
藤するバジルとディオニス伯爵の力と愛をめぐる闘争は、まさにアホロンと
ディオニーソスの対立構図そのものである　物語の最後で、ディオニス伯爵
は3日間、ダフネに呪術をかけるような歌をうたい続け、呪縛する．そして、
ついに伯爵の部屋に人ったダフネは彼の足もとにひざまずき、涙を流す．伯
爵は言う、「いいですか、今、あなたは私のものです、暗闇のなかでは私の
1922年のD㎡H．ロレンスー主人公の「成長」をめぐって一 101
ものです　また、あなたが死んだときも私のものです　だが、昼間は私のも
のではない．なぜなら、昼間の世界では、私は力をもたないからです　夜や
暗闇のなか、死の世界であなたは私のものです　………だから、忘れないで
ください一あなたは、てんとう虫の夜の妻なのです　あなたが生きている
かぎり、そして、死んだあとも」「1°Lこのように囁く伯爵を前に、彼女には
本当の願望が燃え上がり、同時に夫に対する偽りの情熱が消滅するのをダフ
ネは認識する　自らを死後の世界の支配者と宣言するディオニーソスのよう
な伯爵像は別にして、ダフネにとって彼はすくなくとも彼女の最も重要な意
識を変容させ、．一女性としての「成長」を促した神王のような存在であった
ことは確かである，
　1915年1月末から7月末にかけてロレンスとフリーダは、当時、親交の
あった詩人ヴィオラ・メイネル（Viola　Meynell）からサセックス州グレタム
（Greatham）にあるコテージを借りて住んだ　ヴィオラ・メイネルはカトリッ
クの作家ウィルフリッド・メイネル（Wilfrid　Meynelbの娘で、彼女の妹マデ
ライン（Madeline）と夫ハーシヴァル・ルーカス（Perceval　Lucas．　）がロレンス
にある物語を書く動機を与えたというql／その物語が『イングランドよ、僕
のイングランドよ』である　イングランド南部のサウス・ダウンズに舞台を
おく本作品は、1915年6月には執筆が完iし、10月に『イングリッシュ・
レヴュー』誌（English　Review）　21号に掲載されることになる　主人公のウィ
ニフレッド（Winifred）とエグバート（Egbcrt）はマデラインとハーシヴァル・
ルーカスをモデルにしているのは確かで、ロレンスはこの苦い夫婦を中心
とした一族を題材にイングランド人の魂の実態を描いた物語を作り出してい
る，そして、この魂の実態は当時のイングランド人の悲哀に満ちた姿そのも
のであり、そうした姿に対するロレンスの苦悩が滲み出ている　舞台はハン
フ：
Vャーのクロッカム・コテージ（Crockham　Cottage）で、今なお1一ところ
どころに未開のイングランドが………はるか昔、サクソン族がやって来た時
そのままの地の霊が原始のままに残っている111L’」という　こうした言わばイ
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ングランド（及びイングランド人）の「聖地」とも言える土地をウィニフレッ
ドの父親ゴッドフリー・マーシャル（Godfrev　Marsha］i｝は買取り、開拓し、
数棟のコテージを建て、3人の娘（ウィニフレッド、マグダレン（Magdalen）、
ブリシーラ（Priscilla））をf主まわせている　商才にたけ、人生を生き抜くあ
らゆる術を知り、財を成した、言わば産業主義を信奉するゴッドフリー・マー
シャルそのものが、「地の霊」が今なお残る占く神聖なるイングランドへの
侵人者であると言えよう　こうしたゴッドフリー・マーシャルー族は「ふつ
うのピンク色のバラをイバラの茎に接ぎ木したようなもので、妙なことに花
を咲かせたが、彼らの血まで変えることはなかった」‘日という．一’族の娘ウィ
ニフレッドと結婚し、クロッカム・コテージに住むことになったエグバート
は、定職に就くこともなく、収入もなく、義父から金銭的な援助を受け、敷
地の整備と自らの趣味に生きるだけの無能な男として描かれているが、彼の
血は「生まれながらのバラ」／141であったという　こうしたエグバートとゴッ
ドフリー・マーシャルー族の対立は、神聖なる古きイングランドと近代化
が進む当時のイングランド産業社会との対立構造として描かれている一ウィ
ニフレッドがどれほどの情熱を込めて夫エグバートを愛そうと、イバラの茎
に接ぎ木したバラが本物のバラにはならないように、彼女の情熱はエグバー
トに伝わることはないのだ＝物語の前半は、こうしたウィニフレッドのエグ
バートに対する熱い情熱、その情熱が伝わらない切なさ、悲嘆、そして不満
がロレンス特有の粘った文体で描かれている　更にまた、その描写には『聖
書』からの引用や題材が存分に盛り込まれていて、後にウィニフレッドがカ
トリックに救いを求める伏線になっている．例えば、無収入の夫エグバート
に苦悩する娘ウィニフレットに向かって母親は、「働きもしない、紡ぎもし
ないあの野のユリのことを考えるのがおまえの運命ならば、それも数ある運
命のひとつだし………」［1「’1（「マタイによる福音書」）と言って慰める　また、
ますます当惑し、腹立たしくなっていくウィニフレッドに対してエグバート
は決して屈することはなく、「彼の長身でほっそりとした色白の体内には．ヒ
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つの悪霊がいた」illli（「マルコによる福音書」）という．娘たちにとってゴッ
ドフリー・マーシャルは「イサクのようだった」「］7．（「創世記」）という描写
や、子供たちに影響力を及ぼさないと決めたエグバートの心情を、「小さい
子供が導くだろう」「IS．（「イザヤ書」）を引用して語っている　また、エグバー
トとの理解が不可能と知ったウィニフレッドを「彼女の魂は塩の柱となっ
た」，ll）i（「創世記」）と表現している・更に、膝を怪我した娘ジョイス（Joyce｝
を嘆き悲しむウィニフレ・ソドを“Mater　Dolorala’（「悲しみにくれる聖母マリ
ア」）と言っている．LH／iこうした1聖劃からの引用や題材が使われた背景に
は、キリスト教的正義心や義務感から大戦へと参戦した当時のイングランド
へのロレンスの複雑な思いがかい問見てとれる．あえて『聖書」を前面に出
すことによってキリスト教への批判に代える一これはロレンスが作品中で
よく使う手である　こうした術をロレンスが使う時、読者は文面を文字通り
に読み取るだけではいけないのである　ロレンスの巧みで、屈折した、皮肉
が充満した文面から読み取るべきものは、その文面の裏に隠された意昧であ
る　さて、ウィニフレッドとエグバートに3人の娘が生まれ、長女ジョイス
が膝を怪我することで物語の後半は大きく動くことになる＝「ばあや、はや
く来てくれないと、あそこの蛇がいるところへ行っちゃうわよ」＋211これは、
乳母の気を引くときジョイスがしばしば口にする言葉である＝そして、ある
日、ジョイスはクロッカム・コテージの林の奥へと進んで行き、庭造りを
していたエグバートが放置した小鎌で膝を深く傷つける，まさに、「創世記」
ならぬ「蛇」に噛まれるのである、自らの過失に悩むエグバート、彼を責め、
ローマカトリックに救いを求めるウィニフレッド、「2L’そして、全財産を投げ
うってでも孫の足の回復を願う祖父ゴッドフリー・マーシャルの姿は、ジョ
イスをめぐる占きイングランドと近代イングランド社会の葛藤そのもののよ
うな様相を呈していく、逆説的な言い方をするならば、新旧二つのイングラ
ンドを象徴するウィニフレットとエグバートから生まれたジョイスは、対立
する二つのイングランドそのものを背負った人間であり、そんな彼女に傷を
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負わせることによりロレンスは本来のイングランドのあるべき姿、その進む
べき道を問うているのである．作品の表題‘’Englalld．　MyEngland’「はウィリ
アム・E・ヘンリー（William　Earneg．t　Henley）の愛国の詩‘“England”中のリ
フレインだと言われているが、「愛国者」ロレンスは本作品で改めてイング
ランドの存在理由を問うているとも言えるのである　担当医の当初の治療ミ
スがあり、足の切断は免れるものの、ジョイスは杖がなければ歩けない状態
になる　ロンドンで治療を受けるためジョイスはウィニフレッド、祖父とと
もにクロッカム・コテージを離れることになるのだが、その場面はエグバー
トの孤立の始めとして象徴的に描写されている．「………彼らはゆっくりと
クロッカムから、そしてエグバートから離れて行った。」〔231ひとりクロッカム
に残されたエグバートの「心は古き野蛮なその土地の霊へと戻って行った」
のである、⑭物語の最後はエグバートの従軍、ドイツ軍との交戦、そしてフ
ランダースでの戦死で幕を閉じることとなる＝従軍するかどうかについてエ
グバートは悩むのだが、そんな彼の苦悩にはロレンスの戦争観が色濃く反映
されている。「彼はドイツを拒み、イングランドを賛美したいとは思わなかっ
た、彼にとってドイツ人とイングランド人の違いは善と悪の違いではなかっ
た．青い水草の花と赤や白の灌木の花との違いであった、それだけの違いだっ
た／．t………ある国民をひとまとめにして憎むことは彼にとって不自然なこと
だった」t25｝こうしたエグバートの思いは大戦に対するロレンス自身の思い
であったろう，ロレンスにとって当時のイングランド対ドイツに象徴される
産業主義と軍国主義の闘争は善悪のそれではなく、従って彼自身の本能は戦
争の是非を問うことを拒否したのである／tそれでもエグバートは開戦後3か
月目に従軍する＝しばらく彼はクロッカム・コテージと兵営とのあいだを行
き来することになり、週末、「厚手の紙ヤスリのようにざらざらしたカーキ
色の軍服を着て、ゲートルを巻き、ぞっとするような帽子を被って」クロッ
カムに帰ってきたという126）そして、戦場に戻り、フランダースの村での「小
さな、とるに足らない戦闘」に参戦する四ドイツ軍の砲弾を前に、「ノ〉回は
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だめ、だめです．私は、あなたの行かれるところはどこにでも行きます」（2，　）（「ル
ツ記」）と彼はだれに向かって言ったのだろうか、次の瞬間、別の砲弾を頭
部に受け、薄らいでいく意識の中で死へと向かう長く繊細な時間を経験する一
　「まるで運命のように、少しつつ事実を知らなければならなかった＝
頭を撃たれたのだ．最初はぼんやりとした推測に過ぎなかった。だが、
苦痛の振り子がゆれて、ますます近くにゆれて、彼に触れ、意識の苦
痛のなかへと追いやった　………あれは暗い空の星なのだろうか・暗
い空の星なんてことがあるのだろうか　星？　世界？　だめだ、分か
らない．星や世界は彼から消えていた＝彼は目を閉じた一………死だ、
ああ、死だ、世界は血1に染まり、その血は死の身もだえをしている，
暗い海、血の海に光る小さな明かりのような魂，………かつて生があっ
たウィニフレッドや子供たちがいた、………いや、いや、もうウィ
ニフレッドも子供たちもいらない＝後戻りしようとする努力の吐き気
よりも消滅の苦痛のほうがましだ．J　1’　L’9］
　生より死を望むエグバートの魂は、死によってその成長が助長されるかの
ようである　こうした、死によって生の成長を遂げるエグバートを通して、
ロレンスは言わば成長の極みを経験した人間の姿を描き出したのである，生
にともなう苦痛に嘔吐するより死を迎えたいと願うエグバートに、読者は当
時のイングランド社会の実態とロレンス自身の願望を見て取ることができ
る．最早、神聖な古きイングランドも近代イングランドも、また、そこに生
きるイングランド人も存在理由を失い、行き場を失っている．存在し続ける
には死があるのみであるというロレンスのメッセージが伝わってくる．まさ
に、「死の船」蜘を用意し、新たな生へと旅立とうとするロレンスの姿が見
えるのである、
　1915年6月には執筆が完了していた『イングランドよ、僕のイングラン
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トよ』をロレンスが改稿して最終版としたのは1920年から21年にかけてで
あると言われている．本稿で取りあげた6作品の主人公を通してロレンスは、
現代人が「再生」するための「成長」の過程を模索した　1一病人を癒すため
には、彼を今度誕生させねばならぬ」と言ったのはM．エリアーデである
が、，1；1iロレンスは生命の枯渇という大病を患った現代人を「死」を通して蘇
生させようとした．こうした過程をロレンスは現代人の「魂の成長」とでも
呼びたかったのかも知れない＝1922年当時の作品群には彼のこうした人間
生命に関する意図が溢れている・1922年2月から3月にかけてロレンスと
フリーダはセイロンに向けて発ち、オーストラリアに滞在の後、カリフォル
ニア、ニューメキシコ、そしてメキシコへ人る　彼の作家人生は更に深く、
濃いものとなり、ロレンス文学は成長を遂げ続けたのである＝
　　　　　　　　　　　　　　　註
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